
1．子ども理解の基盤となる
「チームとしての学校」

文部科学省は、子どもの成長を支える学校現

場に対して「チームとしての学校」を求めてい

る1）。これは、学校の構成メンバーとしての教

員はもちろんのこと、多様な価値観や経験を有

する様々な校外メンバーとも接することで、子

どもに多くの経験や学びをもたらし、生きる力

を育むことをねらいとするものである。同時

に、これからの知識基盤社会に求められる資質

・能力を子どもに育むために、アクティブ・ラ

ーニングを軸とする新しい教育方法も求められ

ている。しかし、これらは子ども理解なしに成

し遂げられるものではない。教育に携わる全て

の人々が個人の力ではなく、「チームとしての

学校」の力で子ども理解を深めることが、教育

の質を保証する意味でも重要になる。

この背景には子どもの複雑化・多様化した課

題を解決することが、もはや教員個人では困難

という現状がある。さらに、貧困問題など教員

の力のみで解決することができない問題も多

い。スクールカウンセラーやスクールソーシャ

ルワーカーの専門性も必要とされているのであ

る。教員は、部活動をはじめ生徒指導等の授業

以外の業務が多岐にわたることで多忙を極めて

おり、勤務負担を軽減し、教員一人ひとりがそ

れぞれの力を発揮できるような環境整備も求め

られている。

以上のように、学校を中心として子どもの抱

える問題を解決し、生きる力をつけることを保
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証するためには、学校内外の連携を強化し、そ

の連携の力で子ども一人ひとりに対する理解を

深めるチームを形成しなければならない。しか

し、現状ではそのチームの連携を支える基盤整

備が十分とはいえない。また、連携が教員達の

負担を今以上に増加させるのでは、今後の継続

と展開は望めない。「チームとしての学校」の

連携を支え円滑にし、子ども理解を深めるため

の支援が必要になる。

文部科学省初等中等教育局長の諮問機関とし

て発足した不登校に関する調査研究協力者会議

において、2016年 7月『不登校児童生徒への

支援に関する最終報告～一人一人の多様な課題

に対応した切れ目のない組織的な支援の推進

～』が策定された2）。この中で、不登校児童生

徒に対する支援における 3つの重点方策が示さ

れ、その 1つに児童生徒理解・教育支援シート

を活用した組織的・計画的支援という項目が盛

り込まれている。これは、不登校児童生徒への

支援を組織的・計画的に実施するために作成さ

れたものであり、チームとして子どもの抱える

問題に対応する場合に、子ども理解が重要であ

ることを示唆していると同時に、個々の児童生

徒の多様な情報を一元化することで問題の把握

や共有がしやすくなることを明示している。現

在は試案の段階であるが、今後このシートが連

携体制において十分に活用されていくことにな

るといえる。

一方、学校の教育力を高める組織的な体制を

整えていく上で、重要な役割を担っていくとい

われているのが、養護教諭である。高（2010）

は、学校教育相談における養護教諭の役割と保

健室の存在が重要視されていると述べてい

る3）。養護教諭に求められる能力として、問題

を推測し判断する力、子どもたちに直接的に関

わっていく能力、間接的な支援及び校内・校外

連携の能力の 3つを挙げており、従来の職務に

留まらず、学校教育相談における校内外協力体

制の組織化に欠かせない役割を担っていると指

摘する。しかし、養護教諭に必要な能力の高ま

りや業務の多様化に対して、養護教諭を支援す

る方策に関しては言及されていない。文部科学

省初等中等教育局長の諮問機関として発足した

教育相談等に関する調査研究協力者会議第 8回

（2016年 12月 5日実施）の配布資料『児童生

徒の教育相談の充実について（案）～学校の教

育力を高める組織的な教育相談体制づくり～』

では、学校の教育力を高める組織的な体制を整

えていく上で、養護教諭が学校内外のつなぎ役

となり、チームとしての組織活動に積極的に貢

献することが期待されていると示されてい

る4）。養護教諭は、学校保健活動の中心となる

保健室を運営し、校内の教職員との連携のみな

らず、外部の専門家や専門機関、家庭や地域と

の連携においてコーディネーター的な役割を担

っていることから、「チームとしての学校」に

おいても今後中心的な役割を担っていくと考え

られる。

遠藤らの研究グループは、日本養護診断開発

研究会を発足し、養護教諭が対応する必要があ

ると認める子どもの現象や反応には診断名がつ

いているものばかりではなく、子どもの訴えや

状態から養護教諭がいかに判断し解決の手がか

りを得ているかについての実践の根拠を示すこ

との重要性を指摘する5）。また、この研究会の

メンバーの一人である大沼（2011）は、「養護

教諭にとって、子どもの状態に共通のことば

（名前）が付くことは、確かで効果的な教育支

援につながる。経験の有無にかかわらず、ある

一定の情報収集（アセスメント）ができ、その

情報（アセスメント）に基づいた教育的支援が

できる。」と述べている6）。日本養護診断研究
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会では、Web 上に養護診断データベースを公

開している。養護教諭及び養護教諭経験者、養

護教諭養成及び行政関係者、医師及び看護師等

幅広く学校関係者を会員として、1つの事例に

対して、領域名、クラス名、診断番号、養護診

断名、定義を入力するインタフェースを設け

て、各種様々な立場から情報を収集し、活用で

きるようなシステムを開発中である。このよう

に、複雑化・多様化した問題の構造を細やかに

拾い上げて把握を行うことは、子ども理解にと

っては必要不可欠な作業であり、今後その重要

性は増すことになる。しかし、この取り組み

は、養護教諭が確かな評価指標や根拠を持って

実践にあたることを支援することが中心にあ

り、「チームとしての学校」の連携・協働を図

っていくシステムとしては、不十分である。な

ぜなら、養護診断という側面だけで子ども理解

ができるほど子どもを取り巻く問題は単純では

ないからである。子どもを中心として、その周

辺に渡る様々な人々や専門性を持つ者が違った

立場で関わり合うことで生み出される情報は、

どれも有用な情報であり、それら一つひとつが

子ども理解の片鱗を形作っていくことになるか

らである。

現在、保健室で使用されている業務支援シス

テムの多くは、保健室来室記録や健康診断の結

果、健康相談の記録など、個々の児童生徒の健

康情報の履歴を経年的に蓄積していくものがほ

とんどであり、蓄積した情報は養護教諭が利用

するのみということが少なくない。また、基本

的に保健室に置かれた専用の PC でないと情報

の入力ができず、子どもの些細な変化に気付い

た時に即座に記録を残すことは困難である。さ

らに、学級担任や保護者、関係機関等子どもに

ついて知り得た情報や専門的な視点からの見解

などを随時蓄積し、情報共有できるようなシス

テムも存在しない。子どもにまつわる情報は刻

一刻と変化するため、常に新しい情報を蓄積で

きることも重要になる。「チームとしての学校」

の実現に向けて、多様な構成メンバーが多面的

に子ども理解を促し得るようなシステムの開発

が求められている。一方、学級担任等が扱う校

内業務支援システムは、出席管理や成績管理が

主であり、保健室業務支援システムと連動して

運用されている事例は見当たらない。さらに、

学外との連携において、情報の共有や蓄積した

情報の活用を目的としたシステムの開発も着手

されておらず、「チームとしての学校」を円滑

に進めていくための環境整備は、発展途上にあ

る。

保健室を訪れる子どもの抱える問題構造は複

雑であることが多く、「チームとしての学校」

の力を活かさなければならない場面が少なくな

い。特に「心の居場所としての保健室」では、

子ども一人ひとりに合わせた的確な対応が求め

られている。しかし、多くの場合、養護教諭の

配置は 1名である。そのため、救急処置や保健

指導などの業務だけでなく、その他の雑務に追

われることも少なくない。このような状況にお

いて、「心の居場所としての保健室」を求めて

いる子どもたちへの対応は容易ではない。特

に、複雑な事情を抱えた子どもへの関わりは、

その背景や文脈、思い・悩みをその経過も含め

てしっかりと理解し受け止めなければならない

（図 1）。しかし、養護教諭にそのための時間と

労力が十分にあるとはいえない。そのため、養

護教諭だけで問題を抱え込まないように、「チ

ームとしての学校」の力を活かすための支援が

求められている。

そこで本研究では、子どもにまつわる背景や

文脈、思い・悩みといった状況に埋め込まれた

情報を可視化するシステムを開発することで、

子ども理解とアセスメントを支援するための問題構造可視化システムの開発 45



「チームとしての学校」構成メンバーによる複

数の視点による多面的な子ども理解を支援する

ことを目的とする。

2．複雑化・多様化する
子どもの問題構造の理解

2.1 教員に求められる臨機応変な対応
教員の教育活動は多岐にわたるが、学習指導

場面以外の活動においても、子どもの人間形成

のための意図的な働きかけや相互作用が行われ

ることになる。養護教諭の場合は、子どもの心

身の健康の保持増進及び発育・発達の支援を行

うため、目的を持って意図的に働きかける7）。

保健室では、いつどの子どもがどのような理由

で来室するかについて、あらかじめわかってい

ることは少ない。教科の学習指導場面と比較す

るまでもなく、予定や準備をすることが困難で

あり臨機応変に対応せざるを得ないことが多

い8）。つまり、答えが決まっていない・答えが

あったとしても複数ある・そもそも問題がなに

かということすらわからない等、未知なる対象

に対処しなければならないのである。そのた

め、教員は教育学やその他多様な専門を背景に

持ち合わせるだけでなく、迅速に困難な事例を

問題解決するための創造性が求められることに

なる。これは、養護教諭も担任教諭も同様であ

る。

保健室に来室する子どもの問題状況は様々で

あるが、①見えにくい困難な状況であることが

少なくないだけでなく、子どもの抱える②背景

・文脈・思い・悩みも決して見えやすいもので

はない（図 2）。子どもへの丁寧な対応を考え

る時、この①と②がそれぞれどのような要素で

構成されているかをはっきりさせた上で、個々

の要素の関係を明らかにする必要がある。これ

により、子どもの直面している③問題の意味を

取得することが可能になる。

つまり、①と②の関係と③の意味を理解する

ことが、子どもの問題全体の理解に近づく手立

てになるのである。これにより、問題解決に養

護教諭の専門を的確に活かすことが可能にな

る。この一連の実践に求められるのが創造的問

題解決である。

2.2 多様なアセスメントを促す創造的問題解決
創造的問題解決は、試行錯誤に多様性を持た

せて発散的に思考し、ひらめきを伴う洞察を通

して関係を選択し、その関係から生じる意味に

よって意図を形成することになる。この時、教

員自身の知識や経験で解決に至らない場合に

は、振り返りや他者との相互作用に加えてアナ

図 1 子ども理解のための関わり 図 2 問題構造の理解と創造性
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ロジー（類推）が求められることになる9）。こ

の他者との相互作用部分が「チームとしての学

校」の連携部分になる。

創造的問題解決のプロセスが図 3である。ま

ず、問題を抱えた子どもに対応するという①意

図が発生する。次に、対象となる子どもの問題

理解を深めるための創造的問題解決プロセスに

入る。このプロセスでは発散的思考と収束的思

考の往還が重要な意味を持つが、それら 2つの

思考活動を有効なものにするためには見えにく

い問題構造を可視化する工夫が必要になる。こ

のような創造性を発揮した分析活動により、最

終的な⑤見極めが行われ、教員による具体的支

援が実施されることになる。この見えにくい問

題構造を可視化するために、「チームとしての

学校」の連携による力が求められることにな

る。この場合、発散と収束の思考活動の材料と

も言うべき要素を如何に拾い上げ・関連・意味

づけるかが重要になるが、特に発散的思考での

要素の拾い上げ部分において、チーム構成メン

バーによる多様な視点での情報収集が必要不可

欠になる。

3．子ども理解の深化をめざして

3.1 状況に埋め込まれた要素の可視化と意味
づけ

保健室における創造的問題解決に必要となる

要素は、子どもの背景・文脈・思い・悩みとい

った複雑で見えにくい状況に埋め込まれている

ため、それらの状況から可視化する環境をデー

タベースを基礎に構築することになる（図

4）10）。本研究では、FileMaker 社の FileMaker

Pro 15 Server によってデータベースサーバを構

築し、クライアントとして FileMaker Go 15を

iPad Pro や iPad Air 2で、FileMaker Pro 15 Ad-

vanced を Macbook Pro で活用するクライアン

トサーバ方式とする。また、子どもの背景・文

脈・思い・悩みの要素を拾い上げるアプリケー

ションとして Evernote Business を FileMaker

Pro 15 Server と連携させることになる。

本システムでは、子どもにまつわる情報を養

護教諭や担任教諭、スクールカウンセラーやス

クールソーシャルワーカーなどが iPad を使う

ことで時間と場所にとらわれることなく入力す

ることが可能になる。入力された情報は、それ

ぞれ入力者の立場によって異なるバスケットに

蓄積されることになる。バスケットを分けるこ

とにより、蓄積された情報に第一段階の意味づ

けがシステムによって実施される。この場合、

フィールドに入力された情報がひとまとまりの

テキスト情報として蓄積されるのではなく、シ

ステムの要素テーブルを参照することにより、

情報を構成する要素ごとに分割して蓄積される

ことになる。そして、その要素が持つ単体の意

味だけでなく、自由なタグ付けによって他の要

素との関係の発見を通して、要素と要素の間の

「関係の意味」を読み取ることを可能にする。

図 3 教員による創造的問題解決のプロセス
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また、動的リンク機能の実装により、固定的な

関連・意味づけだけでなく、多様な見方に合わ

せて適宜関連・意味づけをダイナミックに変化

させながら「関係の意味」を可視化することが

できる。

子どもの背景や文脈・思い・悩みの理解で困

難なのは、情報にまつわる要素がそれぞれ複雑

に関係・関連づいていることに理由がある。そ

こで、固定的な見方に限定して理解しようとす

るのではなく、子どもにまつわる情報の関連・

意味づけを発散的思考により幅広くとらえ、そ

れぞれの専門を活かした収束的思考で見極めて

判断する創造的問題解決が必要になる。本シス

テムはこれを支援するものであるが、可視化さ

れた意味を統合し専門性によって捉え活用につ

なげるのは教員の仕事になる。

3.2 「チームとしての学校」が紡ぐエピソード
本システムでは、図 5に示すように、子ども

の基礎情報に始まり、クラス担任や教科担任、

部活動の顧問、校医や関係諸機関、スクールカ

ウンセラーやスクールソーシャルワーカー、保

護者といった様々な立場からの情報を、養護教

諭と子どもの相互作用による情報と組み合わせ

ることによって、パズルのピースを埋めていく

ように子どもの情報を完成させていくことにな

る。

ここで重要なのは、寄せられる情報がそれぞ

れの立場からの視点で成り立っている点であ

る。子ども理解を目的とした多様な見方を実現

するためには、視点の異なる目線で観ることに

よる独自性を維持しなければならない。様々な

立場からの情報を得られる場があったとして

も、同じ見方・考え方に統一して子どもを捉え

ようとしてしまうならば、せっかくの多様性が

失われてしまいかねない。このことは、前述の

創造性の側面からみても、同じ枠組みだけで情

報収集するのは有効とはいえない。

学校の場では、「一人ひとりの教諭がそれぞ

れの主観で情報を捉える」ことへの消極的意見

も存在するが、教育は客観だけでとらえられる

ような単純な行為ではない。子どもの変容とそ

れに着目し行為する教育の有り様は、見えにく

く数値化しにくい。そのため、それぞれの立場

における教育観に則った上で、主観でしっかり

捉えることも必要になる。その場合、どのよう

な立場における見方・考え方で観たのかを説明

図 4 背景・文脈・思い・悩みの動的可視化

図 5 異なる立場による多様な情報
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できることは重要になるが、このそれぞれの立

場による見方・考え方で子どもたちにまつわる

情報を携帯端末を用いて日々蓄積していく。こ

れにより、「A 君についての情報を集めていま

す。情報を寄せてください」というものではな

く、それぞれの立場で目の前の子どもたちをつ

ぶさに観察して可能な限り記録してもらうこと

によって、必要に応じて本システムによる動的

リンク機構で「A 君にまつわる情報」を構成

することになる。そこには、意図的に A 君の

情報を集める手法では入手できない A 君の背

景・文脈情報が含まれることになり、これこそ

が A 君の抱える問題構造の可視化を支援する

教育的機能になる。

いかに主観でよいとはいっても、それぞれが

勝手気ままに記述してよいわけではない。最低

限守るべきポイントがある。主たる目的が子ど

もの背景・文脈といった情報を得ることにある

ため、その記述を子どもにまつわるエピソード

として記録してもらう点である。エピソードの

記録方法には、エピソード記述がある11）。子ど

もの記録を、背景を含めて記述する点が特に有

効な記録方法であるが、考察まで記述するなど

詳細な記録を作成しなければならない特徴があ

り、今回のような日常の様々な場面の簡易記録

に向いているとは言えない。そこで本研究で

は、認知科学分野におけるエピソード記憶の考

え方を用いる。このエピソード記憶は、意味記

憶と対をなすものである12）。

①エピソード記憶：時間と場所の意識を伴う

記憶。人の認知や行動を含む

②意味記憶：言葉の意味。モノの名前など。

概念や知識を含む

本システムでは、①時間・場所に加えて対象

となる人物を含むことを最低限のルールとする

ことで、子どもたちの活動や経験をエピソード

として記録することになる。そして、それぞれ

の記録が動的リンクシステムで関連づけられる

ことによって、小さなエピソードとエピソード

が紡がれていく。最終的に子どもの背景や文脈

をふんだんに含んだ物語が出力されることにな

る。

データベースに入力するインタフェースは、

それぞれの立場に応じた構成になっている。た

とえば、子ども自らが入力するためのインタフ

ェースとクラス担任のインタフェースは大きく

異なる。学校外からチームに参加しているスク

ールカウンセラー等のインタフェースもその専

門性と役割にあわせて構成されることになる。

インタフェースの構成は、教育的な関わりの度

合いの差によって決定される。子どもへの教育

的な関わりは、主に学校内における教員による

ものである。スクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーによる子どもへの関わり

は、教育的な側面としてはやや間接的なものと

なる。「チームとしての学校」が機能する環境

においても、最終的に子どもへの直接的な関わ

りは教員によるものになると考えられる。図 3

に子ども理解を深めるための創造的問題解決の

プロセスを示したが、このプロセスも教員に限

定したものである。つまり、データベースに蓄

積された情報の活用についての多くは教員によ

るものになる。これに対して、学校外のスタッ

フは情報の蓄積行為の方が多くなり、活用行為

の方が少なくなる。この点については、今後具

体的に示される「チームとしての学校」におけ

るスタッフの連携と情報共有のあり方に合せる

ことになる。加えて、地域や子どもの状況にあ

わせて校内組織において慎重に検討されるもの

になる。
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4．お わ り に

本研究におけるシステムは、養護教諭のみな

らず担任教諭をも対象とした支援システムであ

る。それぞれの立場と環境にある教員が、個々

に有する子どもにまつわる情報を円滑に収集し

共有を達成することは、教員間連携のあるべき

姿であるだけでなく、「チームとしての学校」

の基礎を固める意味でも重要になる。本システ

ムは、これを支援するものであり、そのための

環境を提供するものになる。
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